
















































































































































































































































































男性 111 47.1 
職業 
公務員 22 9.4 
女性 122 52.9 経営者・役員 7 3.0 
年齢 
19歳未満 12 5.2 会社員 50 22.7 




30～39歳 35 15.0 専業主婦(主夫) 17 7.3 
40～49歳 46 19.7 パート・アルバイト 28 12.0 
50～59歳 48 20.6 学生 33 14.2 




1回目 58 24.9 無職 51 20.6 
2～3回 87 37.3 
学歴 
高卒以下 94 40.3 




6～7回 26 11.2 大学院以下 29 12.4 

















自然を破壊することは悲惨な結果をもたらす。 .88 .19 .01 5.67 
人間の生存のためには自然との調和が必要である。 .87 .06 .01 5.52 
自然のバランスは繊細で簡単に破壊されてしまう。 .86 .18 .13 5.60 
人間は自然を非常にかき乱している。 .77 .12 .11 5.74 
産業成長を抑制し、安定的な経済発展が必要。 .07 .91 .03 6.22 
人類の数は地球が支えることができる限界に近付
きつつある。 
.08 .85 -.16 6.09 
地球には限られた空間と資源しかない。 .20 .74 .20 5.99 
社会はこれ以上成長できない状況である。 .14 .65 .08 5.77 
人間は自然を支配する義務を負っている。 -.12 .04 .86 5.28 
人間は自分たちの必要に応じて自然環境を変える
権利がある。 
.15 .01 .82 5.22 
自然環境は人間に合わせて再創造できる。 .04 .17 .74 5.67 
動植物は人間の利用目的のために存在する。 .17 -.04 .56 4.65 
Eigen values 2.76 2.62 2.39  




Cronbach`s alpha .88 .85 .79  























































































































定数値 - .000 - .000 - .000 
N1 .531*** .001 .517*** .001 .296*** .001 
N2 .318 .241 .310 .211 .105 .976 
N3 .954** .021 .951** .021 .601** .010 
SDGs   .124** .023 -1.251** .003 
N1*SDGs     1.262*** .001 
N2*SDGs     .236** .020 
N3*SDGs     1.094** .012 
R2 .336 .359 .369 
補正R2 .327 .337 .376 
F 35.891 28.593 19.354 
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